
『元 史』 「祭祀志 」 につ いて

櫻井 智美

宋漬 は、 「纂修 元史凡例」 にお いて 『元史』各部 の編集骨子 を述べ る。

について も、

「志 」の部 分

按ず るに、歴代史 の志 は、為法問ま同 じか らざる有 り。 唐志 に至 りては、則 ち悉

く事実 を以 て組織 して成篇せ ば、考霰の際、学者 之 を慨か る。惟 うに近代 『宋史』

の志 とす る ところ,条 もて分け件 もて列 し、覧 る者 見 るに易 し。今 『元史』 を修

す るに、志 は 『宋 史』 に準 う。

とあ り、『元史』 の志の書 き方 は 『宋史』 を踏襲 した ものである とす る。確か に、『元

史』の志の内容や ま とめ方 を読 んでいけば、『新唐書』よ り『宋史』に似 てい ることは、
一 目瞭然で ある

。 しか し、編 目の立て方は必ず しもそれ を襲 った ものではない。 以下

に、『宋史』 と 『元史』の志 目を列挙 してみ よ う。(数字は志の中での順序。 ×は存在 しな

いことを表す。)

宋史 天文 五行 律暦 地理 河渠 礼¥= 儀衛 X 輿服 選挙

元史 1 2 3(暦) `f 5 6(礼 楽) X 7祭 祀 8 9

宋史 職官 食貨 兵 刑法 芸文

元史 10(百 官) 11 12 13 X

『宋史』 と 『元史』 の違 いは、大 きく2点 。 「芸文志」 が 『元史』 に存在 しない こと、

お よび 、『宋史』の 「儀 衛志」の部分に、『元史』の 「祭祀志」が入 ってい る点で ある。

「芸 文志」の不足 は夙 に指摘 され、それ を補 う試み も多 い。一方 、『元史』に 「祭祀志」

が存在す る点 につ いては、あま り検討 されていない よ うで ある。 この 「祭祀志」 につ

いて、若干 の検討 を加 えたい。

まず 、「祭 祀志jの 由来について、その内容にあた るものが、先行す る正 史に存在 し

たのか どうか考 えてみ たい。『元史』巻72～76「 祭 祀志」巻1～5の 細 目には、郊祀 ・

宗廟 ・神御殿 ・太社 太穫 ・先農 ・宣聖 ・岳鎮海 濱 ・郡県社穫 ・郡県 宣聖廟 ・郡県三皇

廟 ・岳鎮海濱 常祀 ・風 雨雷 師 ・武成王 ・古帝王廟 ・周公廟 ・名 山大川 忠 臣義士之祠 ・

功臣祠 ・大臣家廟 があ り、「祭祀志」巻6に 、至正親 祀南郊 ・至正親 祀太廟 ・三皇廟祭

祀礼楽 ・顔子考批封読 ・宋 五賢従祀 ・朱嘉加 封斉国父追封献靖 ・国俗 旧礼が ある。巻

6は 順 帝期の祭祀 につ いての記事 を採録 し、洪武3年(1370)の 第二次 『元史』編纂

にあたって追加 され た部分 であ る。したがって、「祭 祀志」の内容 を要約すれ ば、郊祀 ・

宗廟 ・社穫 な ど中央 におけ る祭祀 と、その他、地方 にお ける祭 祀につい てま とめてい
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るといえる。 これ らの内容は、先行す る正史 で ど う扱 われ てい るのだ ろ うか。

『史記』では 「礼書」 と別 に 「封禅 書」が、『漢書』で も 「礼楽志 」 とは別 に 「郊祀

志」が、『後漢書』で も 「礼儀 志」 と別に 「祭祀志」が設 け られ 、それぞれ 「封禅 書」・

「郊祀志」・「祭祀志」 の中で、『元史』 「祭 祀志」の内容 に相 当す る記 事が見 える。 し

か し、その よ うな祭 祀に関わ る内容 は、『晋書』や 『宋 書』以降 は 「礼志」の一部 分 と

なる。勅撰 正史の性格 が強 まる 『階書』や 、志全体 の分 量 も増 える 『旧唐 書』に至 り、

名前が一旦 「礼儀 志」に変わ る。 しか し、『旧五代史』以降 『金 史』 までは 「礼志」の

名に戻 り、 これ ら 「礼儀 志」や 「礼志」の 中で、祭祀の様相 が採 り上げ られ る。つ ま

り、枠組 み と しての 「祭祀志」は、『後漢書』にまで遡 るのであ る。 ちなみに、『明史』

では 「礼志」 に一本 化 され ている。

ここまで正 史 と一 口で言 って も、前王朝の滅亡 を受 けて(或 いはそれを表明する意味

も込めて)勅 撰 され たの は 『B書 』以 降であ り、その意 味では 『元史』 で 「祭 祀志」

が創設 され た ことにな る。で は、その 「祭祀志」創設の経緯 は どの よ うで あったのか、

そ して理 由は どこに あったのだろ うか。

『元史』の 「祭祀志」巻1～5の 由来 は 「礼楽志」 とともに、 どち らも 『経世大典』

「礼典」 と、それ の もとに もな った 『太常集 礼』 が中心 であ る ω。 しか し、前代 まで

一括 りにま とめ られていた 内容 をなぜ 「祭祀志」 と 「礼 楽志 」に分 けたのか
、その基

準 は何だったのか、とい う点については、今の ところ明 らか になってい ない。そ こで、

い くっか仮説 をたて 、よ り真 に近い理 由を推論 し、今後 の研 究の展 開 に期待 したい。

まず、大 きく分 けて、1元 代 にお ける理 由、2『 元史』編纂者側 の理 由、3そ の他、

にわけることがで きよ う。 さらに、1-1元 代の現実の状況 を何 か しら反 映、1-2元

代 の記録資料の残 り方 を反映 、2-1編 纂者 の意図 、2-2政 権 の意図、2-3編 纂上 の

制約、が想定で きよ う。

1-1元 代祭祀 は、歴代 の正 史の枠組 み とは異 なる様相 を呈 した。 この点 は明 らかで

あ り、現在 「祭祀志」巻6「 国俗 旧礼」の内容は、その最た る ものであ る。 それ以

外で も、細 目で言 えば 「郡 県三皇廟 」が独 自で ある。 「宣聖」・「岳鎮海 濱」・「風雨雷

師」・「武成王」な どについての まとまった記述は、『宋 史』・『金史』を踏襲 してい る

が、宋代以来それ らの祭祀が盛 んに行 われ る よ うになった こ とも事 実で ある。

1-2「 祭祀志 」と 「礼楽志 」の どち らの内容 も、『経世 大典』 「礼典」 と 『太常集 礼』

か ら引用す る とされてい る。『国朝文類』巻41「 雑著 ・礼典総 序」 に、

一
、日朝 会 。 二 、 日燕 饗 。三 、日 行 幸。 四 、日符 宝 。 五 、 日輿 服 。 六 、 日楽 。 七、

日暦 。八 、日進 講 。 九 、日御 書。 十 、日学 校 。十 有 一 、日芸 文。 十 有 二 、日貢 挙。

q)関 連 の研 究 と しては
、市村贋 次郎 「元の実録及 び経 世大典 に就 きて1(箭 内 亘 『蒙古 史研究』刀江

書院 、1930、 外 篇PP.1-24所 収)、 蘇振 申 『元政 書経世 大典 之研 究』(中 国文化大学出版部 、1984)、

王慎栄 『元 史探源』(吉 林 文 史出版 社、1991)第3章 「『元 史』諸 「志」的 史源」、及 び、附録の余 元

倉 「元史志 表部分史源之探討」(も と 『西北民族X化 』1、1959)な どがあ り、=E氏 の 著作 中では 、

「祭祀志」の材料 となった 『太常集礼』につ いて も検討 されて いる。それに よれ ば、『太常集礼』は

李好文 ・牽恥魯羽中に よって1329に 撰 され、『経世 大典』の 礼典 自体 も、それ を参 考に しているこ と

がわか る(李 好 文 「太常 集礼稿序」、『国朝文類』 巻36)。
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十 有 三 、日挙 遺 逸 。十 有 四 、日求 言 。十 有 五 、日進 書 。十 有 六 、日遣 使 。十 有 七 、

日朝貢 。 十 有 八 、 日瑞 異 。 礼 典 上篇 を 為 る。

一
、 日郊 祀。 二 、 日宗 廟 。 三 、 日社 穫 。 四 、 日岳 鎮 海 濱 。 五 、 日三 皇 。 六 、 日先

農。 七 、 日 宣 聖廟 。 八 、 日諸 神 祀 典 。 九 、 日功 臣祀 廟 。 十 、 日諮1。十 有 一 、 日賜

碑 。 十 有 二 、 日施 表 。 礼 典 中篇 を為 る。

一一
、 日釈 。 二 、 日道 。 礼典 下篇 を為 る。

とあ ることか ら、「礼典中篇」の 「功 臣祀廟」までの内容 を単純 に 「祭祀志」として、

「礼志」 とは別に志 を作 った可能性 はかな り高いだ ろ う。

2-12に ついては 『元史』編纂 に関す る多 くの先行研 究が参考に なる(2)。これ らの

研 究に よって、『元史』の編 纂が倉卒の問 に行われた原因やそ の結果 が明 らかにな っ

てい る。 しか し、編 纂の行程 を最 もよ く再現 した陳高華氏 の研 究において も、 「志」

の部分一つ一つの編 纂現場 を再生す る ことはできてお らず 、そ こには現存 資料 の限

界が見 える。宋篠や李善長 の記述 な どか らも、「祭祀志」創 生 の意 図を見いだす こ と

はで きない。

2-2明 の太祖 朱元璋 は、『大明集 礼』 を初 め とす る礼典 を次 々に編纂 し、礼制 を整

える一方、元末以来盛んで あった 「妖祀」 を一掃 しよ うと した。 宋演や李善長 もそ

の作業に関わってお り、朱元璋 の何 らかの意 図を くんで 「祭 祀志」 を設 けた可能性

もあ る。

2-3周 知 の とお り、『元 史』 の編 纂は大 きな時間的制約 を受 けていた。材料 とな る

『経世大典』の整理 がままな らず、1-2の よ うな結果 を招 いた可能性 があるだろ う。

3『 元 史』 の 「祭祀志」 の細 目は、『宋 史』や 『金史』 の細 目と重 な る部分が ある。

『宋史』・『遼 史』・『金 史』の編纂 か ら 『元史』の編 纂 までは、30年 も離れてい ない。

地方におけ る祭祀が盛 んであった時代的背景 を反映 している とも考 え られ る。

以上、それ ぞれの仮 定 について検討 してきたが、2-1を 除 いて、現 時点で どれ もそ

れ な りの可能性 を指摘で きた。さま ざまな状況 を加味 してま とめれば、「祭 祀志」の創

生 は、『経世大典』 での 「上 中下篇」分類が きっかけではあ ったが 、その 『経 世大典』

の編纂 をも含 め、宋代か ら元代 にかけての祭祀 の流行や 、元末か ら明初 にか けての時

代様相 を反映 して いる とも考 え られ る。 詳細 な検討 は、今後 に期 待 した い。

(さ くらい さとみ 明治大学)

(1))『 元 史』編纂に関す る研究 としては
、邸樹森 「関於 『元 史』修撰的幾箇 問題 」(『元 史及 北方民族 史

研究集刊』第11期 、1987、pp.54-63、 の ち 『賀 蘭集』(江 蘇古籍 出版社 、1999.9所 収)、 松本 隆晴

「『元史』の編纂意 図について」(『栃木 史学』4、1990、pp.159-175)、 陳 高華 「『元史』纂修 考」(『歴

史研究』1990年 第4期 、1990、pp.115-129)、 羅 仲輝 「明初史館和 『元 史』的修纂」(『中国史研究』

1992年 第1期 、1992.3、pp.144-153)、 黄 兆強 「『元史』纂修 若干問題辮析」(『東呉歴 史学報』 第1

期 、1995.4、pp.153-180)な どがある。 それ以前 につ いては、国書刊行会編 『中国正史研究文献 目

録』(国 書刊行会 、1977)pp.148-152を 参 照。
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